
 

先日は忙しい中、「真空計とその標準に関するアンケート」にご 

協力下さいまして誠にありがとうございました。 

 

このたび、アンケート結果の集計が終わり、 

9月 1日（水）～3日（金）に東京ビッグサイトで開催される 

「Vacuum2010 真空展」期間中の 9月 2日（木）午後に、 

アンケートの結果に関する報告会を開催することとなりました。 

 

大変貴重で興味深い結果を得ることができましたので 

アンケートにお応え下さいました方々、ならびに 

関係の皆様にもお知らせいただき、 

ぜひ、多数の方のご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

規格標準報告会 

「真空計とその標準に関するアンケートおよび関連情報の報告」 

日本真空協会 規格・標準部会 日本真空工業会 規格標準委員会  共催 

 

日本真空協会（VSJ）と日本真空工業会（JVIA）は、 

「規格標準合同検討委員会」を組織して 

真空技術に関する JISや ISOの制定のための提案・検討を協力して行なっています。 

 

日本における真空計の基準は、 

最近、トレーサブルな圧力真空標準の立ち上げや 

JIS Z 8750「真空計校正方法」 

の改訂（2009年 3月）および JCSS制度の整備など、大きな改編がありました。 

そこで、新しい真空標準や JCSS制度 

（Japan Calibration Service System：計量法トレーサビリティ制度） 

の認知度、真空計の使用方法や校正の実情、 

さらには、真空計測・標準に対する要望や抱える問題点を把握するために、 

真空計を取り扱うメーカ・ユーザ等を対象にアンケート調査を行ないました。 

 

今回は、アンケートの結果報告、 

および真空計と真空標準・規格の現状について報告します。 

 

・日時：2010年 9月 2日（木）13：00 ～ 16：00 

・場所：東京国際展示場 会議棟 ６階 ６０６室 

 

・参加費：￥1,000（資料代）（事前登録制） 

 

・参加お申込みは、 

 「真空展開催要項」 URL：http://www.cnt-inc.co.jp/vacuum/ からお願い致します。 

 

 

 

 



 

    プログラム 講演予定者   講演時間（開始時刻） 

 

・イントロダクトリトーク   平田 正紘（産総研）  20分 (13：00) 

・真空計とその標準に関するアンケート 吉田 肇（産総研）  60分 (13：20) 

     休  憩     20分 (14：20) 

・真空計校正方法の規格の改定 平田 正紘（産総研）  20分 (14：40) 

・真空標準と JCSS   秋道  斉（産総研）  20分 (15：00) 

・JCSSの登録事例   高橋 直樹（アルバック）  30分 (15：20) 

・リークに関する規格化の現状  田村 芳一（非破壊検査協会） 20分 (15：50) 

・閉会の挨拶   山本 博義（日本真空工業会）10分 (16：10) 

 

 注：プログラム内容は変更する場合がございます。 

 

日本真空協会・日本真空工業会 規格標準合同検討委員会 


